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歳
以
上　

歳
未
満
の
前
期
高

７０

７５

齢
者
（
昭
和
７
年　

月
１
日
以
降

１０

の
生
ま
れ
で
、
老
人
保
健
法
の
適

用
を
受
け
て
い
な
い
方
）
に
は
、

被
保
険
者
証
に
一
部
負
担
金
割
合

（
１
割
ま
た
は
３
割
）
が
記
載
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
（
割
合
は
下
表
参
照
）。

　

こ
の
高
齢
受
給
者
証
は
１
年
ご

と
に
更
新
が
必
要
で
、　

年
度
の

１９

市
民
税
課
税
所
得
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
一
部
負
担
金
割
合
を
記
載

し
た
新
し
い
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
を
、
７
月
下
旬
に
郵
送

　
　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納

１９
税
通
知
書
を
７
月　

日
（
金
）
に

１３

発
送
し
ま
す
。
納
期
は
７
月
〜　
２０

年
３
月
の
９
回
と
な
り
ま
す
（
左

表
参
照
）。第
１
期
の
納
期
限
は
７

月　

日
（
火
）
で
す
。
納
め
忘
れ

３１
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
の
在
日
外
国
人
等
で
、

公
的
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
さ

な
い
方
に
福
祉
給
付
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
【
対
象
】昭
和　

年
３
月　

日
以

６１

３１

前
に
日
本
に
居
住
し
た
在
日
外
国

人
（
特
別
永
住
者
）
等
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
大

正　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

１５
た
方
②
昭
和　

年
１
月
１
日
以
前

３７

生
ま
れ
で
、
昭
和　

年
１
月
１
日

５７

以
前
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

が
あ
っ
た
方
③
昭
和　

年
１
月
１

２２

日
以
前
生
ま
れ
で
、
昭
和　

年
１

５７

月
１
日
〜　

年
３
月　

日
の
間
に

６１

３１

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
に
な
っ

　

市
消
防
本
部
で
は
、
６
月
１
日

付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

　

東
久
留
米
消
防
署
長
（
東
久
留

米
消
防
署
長
兼
予
防
課
長
事
務
取

扱
）
石
浦
卓
二
▽
警
防
課
長
兼
救

急
福
祉
担
当
主
幹
（
救
急
福
祉
担

当
主
幹
）
宮
本
一
男
▽
予
防
課
長

（
警
防
課
長
）
木
村
哲
典

　

詳
し
く
は
消
防
本
部�
４
７

１
・
０
１
１
９
へ
。

１９年度国民健康保険税
納期一覧

納期日

７月３１日（火）１期

８月３１日（金）２期

１０月１日（月）３期

１０月３１日（水）４期

１１月３０日（金）５期

１２月２５日（火）６期

２０年１月３１日（木）７期

２０年２月２９日（金）８期

２０年３月２５日（火）９期

前期高齢者の一部負担金割合

収入金額
（同一世帯の７０歳以上の被保険者および

老人医療受給対象者の 全ての収入金額の合計）

６２１万円以上
（４８４万円以上）

５２０万円以上６２１万円未満
（３８３万円以上４８４万円未満）

５２０万円未満
（３８３万円未満）

３割

３割　⇒　３割

　※基準収入額適用申請が

必要（申請により自己負担

限度額「一般」の適用）

３割　⇒　１割

　※基準収入額適用申請

が必要（申請がない場合

は３割と判定）

２１３万円以上市民税の

課税所得金額

（同一世帯の７０歳以

上の被保険者および

老人医療受給対象者

のうち、課税所得金額

が上位の方）

３割（自己負担限度額「一般」適用）

３割　⇒　１割

　※基準収入額適用申請

が必要（申請がない場合

は３割〈自己負担限度額

「一般」適用〉と判定）

１４５万円以上

２１３万円未満

１割１４５万円未満

※（　）内の金額は、対象者が同一世帯に一人の場合の金額です。

※課税所得金額とは、市民税を計算する際の、所得金額から所得控除の合計を差し引いた課税標準額のこ

とです。

※自己負担限度額とは、７０歳以上７５歳未満の前期高齢者（昭和７年１０月１日以降生まれで、老人保健法の

適用を受けていない方）の保険診療分の一部負担金の１カ月当たりの上限額のことです。外来、調剤等

の場合は、上限額を超えた支払いがあったとき、申請により上限を超えた額が給付されます（原則、対

象者の世帯には申請書を送付します）。ただし、入院の場合は保険医療機関の窓口で、上限額までの支払

いとなります。

　

年
度
国
保
税
の
改
定

１９（
医　

療　

分
）

　

広
報
２
月　

日
号
で
お
知
ら
せ

１５

し
た
通
り
、
医
療
分
に
係
る
税
率

等
を
改
定
し
ま
し
た
。

《
改
定
の
概
要
》

　

税
率
等
が
改
定
さ
れ
る
部
分
＝

医
療
分
に
係
る
税
率
等

　

◎
応
能
割
…
負
担
能
力
に
応
じ

て
算
出
さ
れ
る
税

　

・
所
得
割
税
率
…
４
・　
�
↓

１６

４
・　
�３０

　

・
資
産
割
税
率
…　

・　
�
↓

１６

００

（
現
行
の
ま
ま
）

　

◎
応
益
割
…
受
益
者
負
担
の
意

味
合
い
か
ら
負
担
い
た
だ
く
税

　

・
均
等
割
額
…
２
万
５
８
０
０

円
↓
２
万
７
８
０
０
円

　

・
平
等
割
額
…
１
万
１
０
０
０

円
↓
（
現
行
の
ま
ま
）

　

・
賦
課
限
度
額
…　

万
円
↓　

５３

５６

万
円

　

※
改
定
に
当
た
っ
て
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
を
し
、

改
定
の
必
要
性
や
内
容
等
を
審

議
・
検
討
さ
れ
、
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係�
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

「「国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証
兼高齢受給者証」兼高齢受給者証」

の更新について　　　　の更新について

し
ま
す
。
今
年
は
被
保
険
者
証
の

一
斉
切
り
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
今
回
お
送
り
す
る
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
９
月　

日
ま
で
の
２
カ

３０

月
間
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
更

新
に
よ
り
一

部
負
担
金
割

合
お
よ
び
自

己
負
担
限
度

額
が
変
わ
ら

な
い
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
で
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
は
送
付
し

ま
せ
ん
。

在
日
外
国
人
福
祉
給
付
金

　
　
　
　
　

を
支
給
し
ま
す

た
方

　

※
な
お
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
や
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
、
他
の
自
治
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
の
給
付
金
等
を
受
け
て
い

る
方
、
市
に
外
国
人
登
録
ま
た
は

住
民
登
録
を
し
て
１
年
を
経
過
し

て
い
な
い
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超

え
る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
支
給
額
】
月
額
１
万
円

　

①
の
方
は
認
め
印
を
、
②
③
の

方
は
認
め
印
と
障
害
の
程
度
・
発

症
日
等
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
の
上
、
直
接
福
祉
総
務
課
庶
務

係
（
市
役
所
１
階
）
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・
７

７
４
１
へ
。

一
部
負
担
金
割
合
等 

の
軽
減
の
申
請
書
を 

送

付

し

ま

す

　

更
新
に
よ
り
一
部
負
担
金
割
合

が
３
割
で
も
世
帯
収
入
基
準
に
基

づ
き
１
割
負
担
と
な
る
場
合
の
あ

る
方
、
ま
た
公
的
年
金
等
控
除
の

見
直
し
等
に
伴
う
経
過
措
置
に
該

当
す
る
方
は
、
案
内
と
一
緒
に
一

部
負
担
金
割
合
等
の
軽
減
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
該
当
す
る
場
合

は
、
同
封
し
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
と
収
入
が
確
認
で

き
る
も
の
（
確
定
申
告
書
の
控
え
、

源
泉
徴
収
票
等
）
を
持
参
し
、
保

険
年
金
課
国
保
年
金
資
格
係
（
市

役
所
１
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・
７

７
３
２
へ
。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

誰
で
も
市
長
が
作
成
し
た
報
告
書

18年度
市長の資産報告書
の閲覧ができます

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。　　

　
【
閲
覧
で
き
る
報
告
書
】資
産
等

報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
、
関
連

会
社
等
報
告
書

　
【
閲
覧
開
始
日
】７
月
２
日（
月
）

か
ら

　
【
閲
覧
時
間
】午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
お
よ

び
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
閲
覧
場
所
】
総
務
部
総
務
課

（
市
役
所
４
階
）

　

な
お
、
７
月
２
日
（
月
）
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
部
総
務
課�
４

７
０
・
７
７
１
４
へ
。

市
立
小
学
校
給
食 

臨

時

職

員

　

教
育
委
員
会
で
は
、　

年
度
学

１９

校
給
食
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
募
集
職
種
】
①
給
食
調
理
員

（
全
日
。
調
理
補
助
）
②
給
食
調

理
員
（
午
後
。
食
器
洗
浄
補
助
）

　
【
対
象
】①
が　

歳
く
ら
い
ま
で

５０

で
、
学
校
給
食
ま
た
は
民
間
会
社

等
で
の
給
食
調
理
業
務
従
事
経
験

者
②
が　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方

５５

　
【
雇
用
期
間
】①
が　

月
１
日
〜

１１

　

年
３
月　

日
（
た
だ
し　

年　

２０

３１

２０

１０

月　

日
ま
で
雇
用
期
間
延
長
あ

３１
り
）
②
が
８
月　

日
〜　

年
３
月

３１

２０

　

日
（
雇
用
期
間
延
長
あ
り
）

２８
　
【
勤
務
日
】
原
則
と
し
て
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
給
食
実
施

日
　
【
勤
務
時
間
】①
が
午
前
８
時
半

〜
午
後
４
時
。７
時
間
半
勤
務（
昼

休
憩　

分
含
む
）
②
が
午
後
１
時

４５

半
〜
３
時
半
。
２
時
間
勤
務

　
【
勤
務
場
所
】①
②
と
も
市
内
市

立
小
学
校

　
【
賃
金
】①
が
時
給
１
０
３
０
円

②
が
時
給
９
３
０
円

　

※
①
②
と
も
交
通
費
は
別
途
支

給
。

　

申
し
込
み
は
７
月
２
日
（
月
）

〜　

日
（
火
）
に
、
市
販
の
履
歴

３１
書
（
写
真
添
付
）
に
希
望
職
種
を

記
入
の
上
、
必
ず
本
人
が
直
接
学

務
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
持
参
を
。

　

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

※
採
用
選
考
は
、
履
歴
書
の
書

類
選
考
後
に
面
接
を
実
施
し
て
決

定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

�
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

６

月

１

日

付

消
防
本
部
人
事
異
動
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納め忘れにご注意を！
19年度国民健康保険税19年度国民健康保険税

納税通知書を送付します　納税通知書を送付します

年
金
請
求
や
年
金
を 

受
け
て
い
る
方
は 

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ

〜
７
月　

日
か
ら
番
号
と
受

１７

付
時
間
が
変
わ
り
ま
す
〜

　

電
話
に
よ

る
年
金
相
談

の
問
い
合
わ

せ
先
で
あ
る

「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
が
７
月　

日
（
火
）

１７

か
ら
変
わ
り
ま
す
。

★
７
月　

日
（
火
）
以
降
の
電

１７

話
番
号

　
「
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
」

「
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年

金
相
談
」
と
も
次
の
番
号
で
お

受
け
し
ま
す
。

　�
０
５
７
０
・　

・
１
１
６

０５

５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ご

利
用
の
方
は�
　

・
６
７
０
０
・

０３

１
１
６
５
）

★
受
付
時
間
が
拡
大

　

▽
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は

火
曜
日
）
が
午
前
８
時
半
〜
午

後
７
時

　

▽
火
曜
〜
金
曜
日
が
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時　

分
１５

　

▽
第
２
土
曜
日
が
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時

　

※
祝
日
と　

月　

日
〜
１
月

１２

２９

３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
７
月　

日
（
金
）
ま

１３

で
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の

通
り
で
す
（
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　

分
）。「
年
金
請
求
な
ど
の
相

１５談
」
＝�
０
５
７
０
・　

・
１

０５

１
６
５
▼
「
年
金
を
受
け
て
い

る
方
の
年
金
相
談
」
＝�
０
５

７
０
・　

・
１
１
６
５

０７

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
へ
。

年金の記録に関する問い合わせは
「ねんきんあんしんダイヤル」へ

◎「ねんきんあんしんダイヤル」　 �０１２０・６５７８３０

　※２４時間フリーダイヤル、土曜・日曜日、祝日も

対応。携帯電話やＰＨＳからも可。


